
 
 

印刷ニス 「Lock3 WB OPV」 
ワクシニアウイルスに対して 

殺ウイルス活性の試験 
 
 

定量的キャリアテストを使用した製品のスクリーニングテスト 
修正ワクシニアウイルスアンカラ（MVA）に対する RK-Richtiinie（1995）に続く 
 
 
-テストレポートからの抜粋：2020 年 12 月 7 日付けのスクリーニングテスト S7- 
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試験の目的と実施 
 印刷ニス Lock3 WB OPV は、光の影響下でワクシニアウイルス 1を不活化してくれる能力を

試験して確証する必要があります。 
 この機能を試験するために、テスト片（PVC フォイル）を印刷ニス Lock 3 WB OPV を塗布し

ました。その後、（Modified Vacciniavirus Ankara）改変ワクシニアウイルスアンカラ（MVA）

を含む試験ウイルス材料を塗布された試験片の表面を均一に慣らし、可視光の照射にさらしまし

た。照射後、ウイルス物質を試験担体から回収し、ウイルスの残存量を定量化しました。 
 基礎となる試験は、Robert Koch-Institute（1995）および ISO 21702（改定）のガイドライ

ンに基づいて、室温および可視光の影響下で乾燥状態で実施されました。 
 
試験結果 
 記載されている試験条件下で、試験ウイルスとして Modified Vacciniavirus Ankara（MVA）

を使用した印刷ニス Lock 3 WB OPV の試験では、次のことが示されています。 
 

1.印刷ニス Lock3 WB OPV を使用し、可視光を照射した後、テストウイルスの大幅な減少が

記録されました。試験面でのウイルスの減少は 6.85Log を超え、99.99％を超えるウイルスの

不活化に相当します。 
2.光を照射しない場合、試験サンプルはウイルス不活化活性を示しませんでした。 

 
判定 
 したがって、得られたデータに基づいて、改変ワクシニアウイルスアンカラ（MVA）に対する

記載された抗ウイルス効果は、試験中の印刷ニスの光線力学的効果に明らかに起因すると結論付

けることができる。 
 
 
 

 
注 1) 殺ウイルス活性に関する注釈：EN14476 によると、Vaccinivirus は、いわゆる「限定的な殺ウイルス活性」

の（唯一の）テストウイルスです。この有効性の主張には、エンベロープウイルス（HIV、HCV、HBV、インフル

エンザウイルス、SARS-CoV-1 および SARS-CoV-2 [およびその他]など）に対する有効性が含まれます。 

  

 

 


